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■N o.：FA-37  

■分類：疲労強度・寿命 

 

 

疲労試験で S-N曲線を取得する場合，何本程度の試験片が必要でしょうか． 

 

 

関連 Q No. : FA-02，FA-04，FA-29 

 

 

疲労試験で S-N曲線を取得する場合，推奨される試験片の本数はなく，可能な限り多くの試験片

を用いてデータを採取することが望ましい． 

疲労試験で取得した炭素鋼の応力振幅と破断繰返し数のデータ例(1)を図 1 に示す．図 1 のよう

に，試験で S-N 曲線を取得する場合，低サイクル領域から高サイクル領域までをカバーするため

に，応力レベル(またはひずみレベル)を広範囲に変えて疲労試験を行う．しかし，同一応力レベルで

の破断繰返し数はばらつく．ばらつきは応力レベルによって異なるので，少ない試験片を用いたデ

ータで 1 本の S-N 曲線を表示することは，困難である．このために，試験で S-N 曲線を取得する場

合は，可能な限り多くの試験片を用いてデータを採取し，データを統計処理して一本の S-N 曲線を

表示し，信頼限界も示すことが望ましい．しかし，材料の物量，試験片本数，試験時間には制約があ

る．その場合には，同一応力レベルで多くの本数の試験片の試験を行うよりも，S-N 曲線の傾きの

傾向を捉えるために，複数の応力レベルに試験片の本数を分散して試験を実施した方がよい． 

これに対し，同種の材料について，疲労試験データがある場合，または材料の機械的性質から

S-N 曲線(2)(3)，疲労限度(4)が推定できる場合がある．これらの場合，疲労試験は既存データまたは推

定値から変わらないことを確認するために行う．具体的には，S-N曲線の傾斜部分に対して 3～4段

階の応力レベルで 1 本ずつの試験を行い，水平部分に対して破断と未破断の両方の結果を含むよ

うに3～4本の試験を行い，その結果で既存データまたは推定値との一致を確認し，S-N曲線を設定

することも実用的に行われている．また，疲労限度の取得に目的が限定されている場合は，数本程

度の試験片でよく，その方法が標準化されている(5)． 

なお，実際の機器を使用して疲労試験を行い，試験結果から機器の疲労強度を解析する場合に

必要な試験体数は，ASME BPVC Sec. III(6)と Sec. VIII(7)に規定がある． 

 

 

図 1 疲労試験データの例(S25C)(1) 
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